
佐賀大学楠葉同窓会�

１１３名が集いなごやかに懇親会開催
楠葉同窓会の平成２３年度懇親会は、８月２７日

に佐賀市の「グランデはがくれ」で、１１３名が

参加し開催されました。来賓として大学から佛

淵孝夫学長、佐賀大学同窓会、各学部同窓会の

代表にも出席いただき、盛大に開催されました。

懇親会実行委員会田中憲尚実行委員長の挨拶、

佐賀大学同窓会の宮島豊秀会長の乾杯でスター

トしました会は、実行委員の皆さんの楽しい進

行でなごやかに進み、恒例の抽選会や校歌斉唱

でクライマックスを迎えました。参加者一同、

青春の思い出や近況報告に話が弾み、時の経つ

のを忘れ楽しいひとときを過ごすことができた

ようです。

今回の懇親会は５８年入学の実行委員の方によ

り準備を進めていただきました。田中実行委員

長を始め実行委員の皆さんの御苦労も多かった

と思いますが、例年以上に若い年代の方が多数

参加し、盛大に開催できたことに書面を借りて

お礼申し上げます。
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新 会長のご挨拶 石丸 新（Ｓ４０入）

この春５月２８日に会

長に就任しました石丸

新です。今年度より総

会と別々に開催する事

になった懇親会を８月

２７日�に滞りなく終え
ほっとしたところです。

懇親会は昭和５８年度入学の実行委員の皆さんの

お世話で楽しい企画もあり、出席者全員喜んで

いただいたと思っています。今年度は来賓を中

心に据え、各テーブルに入学年度別に着席して

いただいての配席となり、これで会話も弾み好

評を受けたようです。

繋がりを広め、強めて先輩後輩が親しめる身

近な同窓会組織を目指したいと考えています。

その為に私としましては、名簿について、在学

生、卒業生に役に立つ名簿、例えば自分の経歴、

趣味、特技等自分で発してもいいと思う個人情

報が記載された名簿（仮称 同窓生要覧）の発

行を考えています。誰かに相談したい時、同好

の士と会合を持ちたい時この名簿を開いて役立

ててもらえればと思います。

又、同窓会の動きがわかりやすい様に理事会

の要約をブログに載せて情報を発信していきま

すので、是非アクセスして下さい。

支部強化については、支部総会を少人数でも

開催していただき、出来るだけ私か副会長が出

席して親しく懇談したいと思っています。

会員皆様のご協力、ご鞭撻をよろしくお願い

いたします。

佐賀大学楠葉同窓会 役 員 名 簿 （Ｈ２３～Ｈ２５）

［入学］ ［担当］ ［入学］ ［担当］

会 長 石 丸 新（４０・法律）

副会長 長 安 六（４０・経済）

〃 時 井 直（４０・化学）

〃 釘 本 勁（４０・法律）

理 事 江 口 邦 子（４８・経済）［総務］

〃 大 塚 浩 司（５５・経済）［総務］

〃 江 口 洋 一（４４・経済）［組織］

〃 中 野 哲太郎（４４・経済）［組織］

〃 荒 木 弘 幸（５３・管理）［情報］

〃 八 谷 浩 司（５７・管理）［情報］

〃 山 村 隆 介（５６・経済）［会報］

〃 松 尾 和 俊（５８・経済）［会報］

理 事 坂 本 裕 三（６２・管理）［会報］

〃 西 川 末 実（４９・経済）［名簿］

〃 泉 朋 良（Ｈ４・経済）［名簿］

〃 木 塚 徳 男（５６・経済）［会計］

監 事 園 田 章（４１・経済）

〃 福 母 祐 二（６１・経営）

顧 問 久 原 直 行（２４・経済）

〃 関 本 優（２９・経済）

〃 山 崎 武（２７・経済）

〃 久 間 善 郎（３２・法律）

〃 梅 崎 正 道（３３・経済）
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小川ゼミでは、環境会計をテーマに２年次に会
計学の財務会計・管理会計等の基礎を学習し、３
年次以降では環境会計や環境経営について学習し
ています。特に３年次に行うプレゼン発表では、
各々が企業の CSR報告書や財務諸表を参考に、
企業の成績や財政状況、社会貢献や環境保全に関
する活動などについて研究します。更に、夏休み
のゼミ合宿では工場見学を行い、工場の製造ライ
ンなどを実際に体験し分析を行います。２０１１年に
は大塚製薬の工場へ訪問しました。そして、勉強
だけでなく、懇親会も小川ゼミの大事にしている
ことの一つです。学年の違う人と関わっていくこ
とでマナーや礼儀を学び、かつ広く深い人間関係を築いていくことができます。その中でも、OB

会や OB訪問など、先輩との交流の機会が多くある点は大きな特徴です。働かれている先輩の話を
聞くことで自らが社会人になるイメージを持つことができ、就職活動を行う上でも大変勉強になり
ます。 星子 高一（経済学部 経営・法律課程）

昭和３年６月３日福高での５回戦。博多駅
前には初めて佐高生が乗る３頭の騎馬姿が登
場した。これに続く佐賀市民ら佐高の応援団
約６００人。「日下開山」歩武堂堂、「騎馬を進
めて多々良浜」の応援歌を地で行く。士気は
あがり、対抗戦の前人気を盛りたてた。
開門と同時に２００００人の人波が怒涛のよう
にグラウンドに流れ込む。試合は両軍、点を

か た ず

取ったり、取られたりの固唾を呑む大激戦で、
９対８佐高が二連勝を飾った。
西鉄電車の城南線は、博多駅―渡辺通１丁
目間が開通していて、薬院や六本松、西新町
までは未開通だった。選手や応援団は隊列を
組み「戦勝祝う宴には 玉杯を挙げ高らかに
舞いつ踊りつかく叫べ 我等は遂に勝ちた
りと 我等は遂に勝ちたりと」（戦勝歌第二
節）を高らかに歌いあげる。浪人谷の付近で
先輩の九大生からビールの差し入れを受け、

きびす

博多駅まで踵を接しての行進だった。
続く翌４年の対抗戦は６月２日、佐高であ
り、両軍競い合う逆転の連続で手に汗を握る
緊迫した試合運びに。２５０００人の観客を釘付
けして、１１対９またしても佐高の勝利。通算

成績は両者３勝３敗のタイ記録になった。
がいしゅういっしょく

剣道の試合で鎧袖一触、福高の副将と大
将を葬り去った佐高の大将深町新平（昭和５
年理科出、京大工学部卒、建築業）は、人気
のないグラウンドに出てはっとする。ホーム
ベースの前で、生駒萬治校長と福高の秋吉音
治校長が抱き合い、ハンカチで溢れる涙を
拭っているではないか。無事試合を終えた安
堵の涙で、深町はそれまでの高揚感がいっき
にしぼんで粛然とした気持になった。
両校長から数�離れてもう一人、紋付き、
羽織り、袴姿の短�な生徒が流涕して孤影悄
然と立っていた。後でわかった、のちに柳川
市長を五期二十年間務めた古賀杉夫である。
この夜の十五畷は勝利の美酒に酔う野宴の
場に化した。生駒校長は万感の思いが胸を突
き上げ「勝ちました」と、戦勝ムードを盛り
上げた。樽酒を汲み生徒に振る舞う師弟和熟
の姿があった。
対抗戦はこれが戦前最後になる。秋吉校長
の「興行化している」発言で冬の時代に入り
戦後の２２年１１月の復活まで１８年間の時空を経
なければならない。大谷 希幸（３０卒・法）

歌は流れる その６０

第第９９回回ゼゼミミナナーールルのの紹紹介介 小川哲彦ゼミ
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～
Ｈ２３．４．１◇会報「なんよう№９４」発行

１４ 佐大同窓会代表役員会
１９◇役員会打ち合わせ
２０◇実行委員会準備会
２０◇会計監査
２１ 佐大同窓会「春期定例役員会」
２５ 佐賀大学と佐大同窓会との意見交換会
２８◇役員会

５．１０ 佐大同窓会会報「楠の葉」編集会議
１８◇総会打ち合わせ
１８◇懇親会実行委員会
２３◇総会に伴う会議
２７◇緊急役員会
２８◇総会／ワシントンホテル（銀座八丁）

６．２◇平成２３年度第一回役員会
９ 佐大同窓会 代表役員会・学習会
１３◇役員引き継ぎ会
１６◇総務担当者会議
２９◇第二回役員会

７．１ 佐大同窓会会報「楠の葉№１５」発行
８ 福岡地区支部総会／西鉄イン福岡「ブ

ロッソ」
１４◇情報担当者会議

１５◇懇親会実行委員会
２１◇第三回役員会
２８ 佐大同窓会「クリエイティブ２１」総括

８．１◇懇親会打ち合わせ
１１ 佐大同窓会代表役員会
１８◇第四回役員会
２７◇平成２３年度「懇親会」／グランデはが

くれ
２９◇会報「なんよう」編集会議

９．５ キャリアデザイン講座打ち合わせ
８ 佐大同窓会代表役員会
１５◇第五回役員会

１０．５ 単位提供講座キャリアデザインのガイ
ダンス

１２ キャリアデザイン講座／講師 石丸新
氏（文理学部４４年卒）

１３ 佐大同窓会代表役員会
２０ 佐大同窓会「秋期定例役員会」
１９ キャリアデザイン講座／講師 中村友

美氏（理工学部Ｈ２２年卒）
２２ 佐大同窓会諫早支部総会・懇親会
２９ 佐大同窓会大分支部総会・懇親会／大

分センチュリーホテル

わが思い出の記
同窓会誌「楠の葉」など、いつも有難く懐
かしく読ませていただいています。
終戦で陸軍兵器学校から復員し高校夜間部
と鉄道関係の学校を経て漸く新制大学の受験
資格をとり、昭和２６年文理学部に入学した岡
村昭です。
卒業してもう５０数年、年齢もやがて８５歳に
なる男です。
生まれは関東ですが、学校は佐賀市赤松小
学校と佐賀大学、戦後すぐ国鉄に就職したの
で、佐賀大の４年間は業務余暇の通学で職場
の皆さんには大へんお世話になりました。
文理学部に入学当時は、西久光学長、島地
威雄学部長、石田八洲雄教授、堀部靖雄教授
をはじめ多くの立派な先生方がおられました。
学友には、先ずこの同窓会誌に「歌は流れる」
を永年連載されている２年先輩の大谷希幸さ
ん、いま体調をくずされているようですが、
一日も早いご快癒を祈っております。
それから７月１３日には小城市まで行き、元
佐大同窓会役員の稗田重徳さんに会い懐旧談

に時を過ごしまし
た。
私は、国鉄時代
の門鉄局勤務が永
く昭和５７年に門司
港駅を最後に国鉄
を退職したのです
が、その後北九州
市の佐賀県人会の
役職を引き受け現
在もなお続けてい
ます。
昨年の秋にはふ
るさと納税のこと
を知り、佐賀市に
小額ながら寄付さ
せていただき、佐賀市長の秀島敏行様から感
謝状をいただきました。
佐賀は、私にとって思い出深い真のふるさと
です。
最後に、同窓会の役員の方々と事務局の皆
さん方のご労苦に対し感謝と、心からのお礼
の言葉を申し上げます。有難うございました。

岡村 昭（２６入・法律）

事 務 局 日 誌（◇印は楠葉同窓会）

発 行 佐賀大学楠葉同窓会
佐賀市本庄町 佐賀大学菱の実会館内
ＴＥＬ ０９５２－２３－１２５３
ＦＡＸ ０９５２－２５－５７００
E-Mail: dosokai@ai.is.saga-u.ac.jp

発行者 石 丸 新（４０入・法）
編 集
代表者 松 尾 和 俊（５８入・経）

郵便振替［０１７６０－９－２５６３５］

昭和３０年３月
卒業式のあと石田先生を囲んで、
左から二人目が私。
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